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１．本書の狙い

本書は，組織による知識の獲得を，知識移転という観点で解明しようとす

る労作である。知識移転の経路は，組織間・個人間の紐帯が活用されるわけ

だが，その詳細は明らかになっていない点が多い。そこで本書の射程は，知

識移転（組織による学習）にとどまらず，実践コミュニティ（個人による学

習）まで拡大されている。しかも，興味深いことに実践コミュニティは，越

境型と定義される組織の内外を架橋する類型がリサーチサイトになってい

る。具体的には国際航空分野がリサーチサイトである。この知識移転プロセ

スには，国際機関，政府機関，航空会社，航空機メーカーなど多様な関係者

が関与する。

題名にあるように，本書は組織の境界のみならず，国境を越える知識移転

の詳細の解明を試みている。それはもちろん広範な領域を対象としているの

であるが，実践コミュニティ論を基盤とすることで，人間の泥臭い営みと相

互作用に焦点があたることになる。このように，射程の広さと個人レベルの

子細な意識・行動の緻密な分析が両立していることが本書の意義であり，希

少性であろう。それでは，本書が知識移転研究にどのような理論的貢献を果
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たしたのか，考察を進めていきたい。

２．本書の概要と構成

本書は７章で構成されている。各章の内容を紹介しつつ，その理論的貢

献についての考察を述べていきたい。第１章はイントロダクションである。

研究の背景，基本的な問い，リサーチサイトとその選定理由が述べられてい

る。国際航空分野を選定することで，ダイナミックな知識移転プロセスが研

究射程となっている。また性能準拠型航法という新技術を対象とすること

で，新技術の普及における知識移転の営みを分析することができる。

第２章では，先行研究として知識移転と実践コミュニティがレビューされ

ている。本書では知識移転の構成概念を，送り手，受け手，知識特性，経路，

成果，関係性，文脈，知識移転活発度と整理している。これらの構成概念は，

知識移転プロセスの４段階（創始，実施，向上，統合）において個々に関連

を有する。構成概念と４段階の個々の関連性を子細に検討することで，知識

移転研究の全体像を把握することが可能になる。こうして知識移転研究をレ

ビューしたうえで，本書はそれらの課題を２点あげている。第１点は，「場」

や「プラットフォーム」と呼ばれる知識移転の基盤の詳細の解明である。第

２点は，知識がルーチン化される（実践に埋め込まれる）ためには，向上段

階と統合段階が一方通行の流れであるのではなく，反復かつループ的な関係

にあることが示されていないことである。

実践コミュニティについては，多くの先行研究が渉猟されている。という

のも，実践コミュニティの定義は数多く，乱立しているからである。本書で

は実践コミュニティを，協働こそ実践共有とするもの（協働型実践コミュニ

ティ），協働がなくとも知識共有さえあれば実践共有とするもの（勉強型実

践コミュニティ），日常的に協働が生じている複数の部分集合からなるもの

（複合型実践コミュニティ）の３種類に類型化する。この類型化は，乱立す
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る実践コミュニティの定義を明快に整理している。

知識移転と実践コミュニティの研究のレビューの結果，組織による知識移

転，個人の学習，実践コミュニティの３領域におけるリサーチクエスチョン

が設定されている。続いて，第３章では定性研究（第４章と第５章），定量

研究（第６章）の調査・分析方法が述べられる。

第４章では，航空分野における個人の学習と実践コミュニティに関する定

性研究の結果が示される。本章の理論的貢献は主に２点である。第１点は越

境型実践コミュニティにおける具体的な学習内容の特定である。それは，組

織内のみにおいては入手困難な周辺知識の獲得，および他組織の成員の知

識，経験，メンタルモデルに対する理解の促進と対人スキルの形成である。

第２点は，副次的コミュニティの存在の発見とその概念の提案である。副次

的コミュニティは公式コミュニティに付随する非公式な存在であるが，公式

コミュニティと相互に貢献しあう。特に越境型副次的コミュニティは，知識

開示が自らの利益を損なわず公共の利益にかなうテーマであるという環境要

因が整うと活性化する。実践コミュニティの活性化における副次的コミュニ

ティの影響の発見は，重要な理論的貢献といえよう。

第５章では，航空分野における組織間での知識移転が定性的に研究されて

いる。本章では性能準拠型航法導入に関する知識移転が，航空管制業務提供

機関，監督機関，国際機関，また民間営利企業である航空会社および一般航

空の間の複雑な経路とともに分析されている。本章の重要な理論的貢献は，

修正版知識移転プロセスを提示したことにあるだろう。従来の知識移転プロ

セスは，創始，実施，向上，統合の各段階を一方通行の関係として進行して

いくとされていた。しかし，性能準拠型航法のような新しいルールが導入さ

れる際には，ルール作りと実践の試行錯誤的な運用が求められ，それによっ

てルーチンが完成する。すなわち，知識受容後，初期値のルーチンが反復的

に修正されていく。これは向上段階と統合段階のループ的な関係を意味し，

このループ的な関係を取り入れたものが，修正版知識移転プロセスなのであ
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る。修正版は，知識移転のより現実に即した形式として論理的に納得性があ

り，理論の一般化の可能性が高いものであろう。

また，本章では，知識移転においてプラットフォーム（複数のアクターが

参加，交流，価値創造する場）が紐帯を形成し維持する機能があること，プ

ロモーター機関（プラットフォームを運営する外部第三者機関）がプラット

フォームへの正統性を付与する機能があることが解明されている。

第６章では，定量研究（質問紙調査）として実践コミュニティを通じた知

識移転が分析されている。質問紙調査の対象者は，国際航空分野における複

数の新技術関連会議体出席者である。本調査の重要な構成概念として「副次

コミュニティ有効感」がある。これは第４章で発見された副次コミュニティ

を定量的に定義したものである。分析の結果，「副次コミュニティ有効感」

は「知識移転実感」に正の影響を及ぼしていた。また「副次コミュニティ有

効感」の規定要因として，プラットフォームの「目的明瞭性」と「公益性」

が正の影響を及ぼしていた。

以上の分析結果は，副次的コミュニティが知識移転を促すことを示してい

るため，知識移転における実践コミュニティの効果を理論上はじめて示した

ことを意味する。また良き場（プラットフォーム）の条件として，「目的明

瞭性」と「公益性」という具体的な内容を示したことにもなる。

第７章は，本書の分析結果を理論的および実践的にまとめている。重要な

理論的貢献として，副次的コミュニティを発見したこと，また副次的コミュ

ニティが知識移転を促すことを明らかにしたことが指摘されている。同時

に，第５章の発見である，知識移転におけるプラットフォームの紐帯維持機

能，プロモーター機関の正統性付与機能が理論的貢献として指摘されてい

る。

これらの理論的貢献に基づき，実践的含意として，プラットフォームに参

加することの重要性，公的第三者機関をプロモーター機関と位置づけプラッ

トフォームを運営させること，プラットフォームの目的の明示化と公益性を
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確保することが示唆されている。

３．本書の特徴と意義

本書の特徴として，貴重なリサーチサイトの調査結果を緻密に組み上げ

ていることが指摘できる。国際航空分野という貴重なリサーチサイトに密着

した研究が行われたことにより，組織のみならず国という境界を越えた知識

移転と実践コミュニティの理論化が可能となった。これは本書の著者が研究

者であるとともに，実務家として民間企業や公益法人において飛行方式に接

し，国際的な会議体のワーキンググループの座長を歴任してきたという経歴

にもよるものだろう。また重厚な文献レビュー，定性研究，定量研究が相乗

効果を発揮することで，明確な理論的貢献が生じている。

本書の意義は，従来は明確さに欠けていた知識移転論と実践コミュニティ

論の関係性を明らかにしたことにあろう。また両者を架橋する発見事項とし

て，副次的コミュニティが重要な役割を果たしている。そもそも，実践コミュ

ニティそのものが，公式組織と異なり，その性質はわかりにくいものである。

本書は，実践コミュニティの中でも，さらに存在を特定しにくい副次的コミュ

ニティを浮き彫りにし，それが浮き彫りになった結果，知識移転につながる

効果が発見されたのである。これは上記に述べた緻密な研究の組み上げに

よって，はじめて可能になったものであろう。この発見は，今後の知識移転

論と実践コミュニティ論の接合という研究分野の地平の拡大の端緒となるも

のであり，その意義の大きさは，どんなに強調してもしすぎることはないと

考える。
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４．今後の課題

先述のとおり，本書の重要な意義は，知識移転論と実践コミュニティ論

の接合にある。その接合は，主として第６章の定量研究における「副次コミュ

ニティ有効感」の効果によって説明されている。

ただし，本書においては，第５章で修正版知識移転プロセスという概念と，

プラットフォームの紐帯維持機能およびプロモーター機関の正統性付与機能

という知識移転における機能が提示されている。この５章で提示されている

内容は，組織による知識移転として整理されている。その整理において，プ

ラットフォームは研修，会議体，プロジェクトチーム，会合など多様な場が

包含されているが，そこには副次的コミュニティが付随する。

プラットフォームに副次的コミュニティが付随するのであれば，第４章の

個人の学習と第５章の組織による知識移転には，密接な関係性があると考え

られる。しかしながら，本書では，その関係性は定量研究における「副次コ

ミュニティ有効感」の効果によって説明されているだけである。だが，修正

版知識移転プロセスにおける向上段階と統合段階のループ的な関係や，プ

ラットフォームの紐帯維持機能に対して果たす実践コミュニティにおける個

人の学習の役割にも，様々な機能，役割，条件が存在するのではないだろう

か。そうした詳細を解き明かすことが，知識移転論と実践コミュニティ論の

接合という研究分野の地平の拡大を促していくことにつながるだろう。

もっともこの今後の課題は，本書が意欲的に知識移転論と実践コミュニ

ティ論の接合を意図したからこそ生ずるものであり，本書の意義を損なうも

のではない。本書は新しい理論研究の地平の可能性につながる，貴重な価値

を有する一冊である。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


